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ABSTRAK 

 

Septiadi Budiman. 2021. Analisis Konflik dan Mekanisme Pertahanan Tokoh 

Naruse Jun Dalam Film Kokoro ga Sakebitagatterunda (Kajian Psikologi Sastra). 

Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, 

Universitas Negeri Jakarta. 

Tujuan dari penelitian ini adalah untuk mengetahui bagaimana wujud konflik yang 

dialami, bentuk mekanisme pertahanan yang digunakan, dan pengaruh mekanisme 

pertahanan terhadap konflik yang menimpa tokoh Naruse Jun dalam film Kokoro 

ga Sakebitagatterunda. Penelitian ini menggunakan pendekatan psikologi sastra. 

Penelitian ini menggunakan teknik studi pustaka sebagai teknik dalam 

mengumpulkan teori-teori yang digunakan dalam penelitian dan juga teknik simak-

catat sebagai teknik dalam mengumpulkan data dari film KokoSake. Data yang 

terkumpul selanjutnya akan dianalisis dengan menggunakan teori konflik milik 

Stanton dan teori mekanisme pertahanan serta pengaruhnya milik Sigmund Freud. 

Berdasarkan hasil penelitian dari analisis data, ditemukan bahwa tokoh Naruse Jun 

banyak mengalami konflik eksternal berupa konflik sosial, konflik tersebut berjenis 

konflik keluarga, konflik teman, dan juga konflik tetangga. Selain itu konflik 

lainnya yang dialami oleh Naruse merupakan konflik internal. Konflik-konflik 

tersebut merupakan akibat dari trauma yang terjadi pada Naruse di masa kecilnya. 

Selanjutnya untuk mengatasi konflik-konflik yang dialaminya ditemukan beberapa 

mekanisme pertahanan yang digunakan oleh tokoh Naruse diantaranya, represi, 

agresi, apatis, regresi, fantasi, rasionalisasi, dan proyeksi. Penggunaan mekanisme 

pertahanan tersebut tidak selalu baik, beberapa mekanisme pertahanan malah 

menambah masalah baru atau tidak menyelesaikan masalahnya, namun pada 

akhirnya Naruse berhasil mengatasi konflik-konflik yang dialaminya dan 

mengalahkan trauma masa kecilnya. 

Kata kunci : konflik, mekanisme pertahanan, kecemasan, psikoanalisis, 

psikologi sastra 
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概要 

「心が叫びたがってるんだ」という映画における成瀬順人物が体験した葛藤及び 

使用した防衛機制の分析 (文学心理学の分析) 

 

A. はじめに 

文学作品は、人の心理や経験などに基づいた物語であり、人々

の生活を反映している。その心理と経験の形態の一つは葛藤である。

Hilgard et al (Minderop, 2010 : 28) によると、葛藤は人の快適さを脅か

し、不安を生み出した状況である。 

心理的な要素と葛藤を含む映画の一つは「心が叫びたがってる

んだ」である。この映画の主人公である成瀬順は、幼い頃トラウマを

経験した。成瀬の言葉のせいで両親が離婚し、そのため成瀬は話すこ

とが出来なくなり、罪悪感を感じ、大人まで様々な問題を引き起こし

た。 

Yoshizumi & Murase (2008 : 229) によると、防衛機制 と は，自

分 を 脅かす 出来事 や 欲望 や 恐れなど，心理状態 を 不安定 に させ

る もの に 対して，過度な 不安 から 自分 を 守るために，実際 の 知覚 

を 変化させて 対処する メカニズム である。 

さらに、Freud (Minderop, 2010 : 32) によると、様々な葛藤に

対処する際に、人は葛藤を緩和し、解決するために防衛機制を使用す

る。しかし、この映画に成瀬順が経験したトラウマは防衛機制を使用

しても緩和しないし、解決もしない。 

本研究で次の問題を明らかにする。 

1. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順が体験した葛藤の形態 

2. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順が使用した防衛機制の

種類 

3. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順の葛藤にたいして防衛

機制の影響 

この問題に基づいて本研究には「心が叫びたがってるんだ」に

おける成瀬順が体験した葛藤と使用した防衛機制を分析する。 
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B. 研究方法 

本研究は次の手順で行う: 

1. 研究者は心理的な価値観を含む文学作品を探し、検索から「心が叫

びたがってるんだ」という映画が研究対象として決定する。 

2. 本やジャーナルを見て、文献展望手法を通じて研究テーマに関連す

る理論を収集する。 

3. 「心が叫びたがってるんだ」という映画からメモを取る手法を使用

し、研究テーマに関連するデータを収集する。 

4. 収集されたデータは 3 つに分類する。それは葛藤、防衛機制の種類、

そして防衛機制の影響である。 

5. 分類されたデータを適切な理論で分析する。 

6. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順が体験した葛藤と使用

した防衛機制の種類と葛藤にとして防衛機制の影響から結論に到達

する。 

本研究は、2020 年 10 月から 2021 年 12 月までの 14 か月間に行

った。文学心理学の研究としてすべてのデータは「心が叫びたがって

るんだ」という映画から収集して、メモを取る手法を使用した。さら

に、理論は本やジャーナルから収集して、文献展望手法使用した。 
 

C. 研究結果と分析 

1. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順が体験した葛藤の形態 

データを分析した結果、成瀬順は心理的葛藤と社会的葛藤を

経験したという結論に到達する。収集されたデータは 24 つで、社

会的葛藤のデータは 13 つで、心理的葛藤のデータは 11 つである。

さらに、社会的葛藤は家族の葛藤、友人の葛藤、そして隣人の葛藤

に分類できる。 

成瀬順が体験した葛藤の形態を以下に説明する。 

 

No. 葛藤の形態 
データ

量 
ページ 

1. 
社会的葛藤 家族の葛藤 

5 
74-81, 96-99, 112-117, 

122-128 

2. 友人の葛藤 5 81-92, 104-105 
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3. 隣人の葛藤 3 93-95, 101-103, 110-112 

4. 心理的葛藤 11 
74-81, 99-101, 105-109, 

112-122, 129-148 

 

2. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順が使用した防衛機制の

種類 

データを分析した結果、成瀬順は 7 種類の防衛機制を使用し

たという結論に到達する。その 7 種類の防衛機制は repression と

aggression と apathy と fantasy と regression と projection と

rationalization である。 

収集されたデータは 24つで、repressionのデータは 5つで、

aggression と apathy のデータはそれぞれ 6 つで、そして fantasy と

projection のデータはそれぞれ 1 つで 、regression のデータは 2 つ

で、最後に rationalization のデータは 3 つである。 

成瀬順が使用した防衛機制の種類を以下に説明する。 

 

No. 防衛機制の種類 データ量 ページ 

1. Repression 5 74-81, 96-99, 112-117, 122-128 

2. Aggression 6 85-90, 105-112, 119-122, 132-141 

3. Apathy 6 81-90, 101-103, 105-109, 112-117 

4. Fantasy 1 74-81 

5. Regression 2 132-141 

6. Rationalization 3 141-148 

7. Projection 1 132-137 

 

3. 「心が叫びたがってるんだ」における成瀬順の葛藤にたいして防衛

機制の影響 

本研究で、葛藤にたいして防衛機制の影響は 3 つに分類され

る。それは「いい」、「効果がない」、そして「理想」である。成

瀬順の葛藤にたいして防衛機制の影響の分析の結果は次のようにな

る。 
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No. 葛藤の形態 データ

表 4.1 

防衛機制の 

種類 

データ

表 4.2 

影響 ページ 解釈 

1. 社会的

葛藤 

家族の

葛藤 

1 番目 Repression 1 番目 効果が

ない 

74-81 話すことができ

ないせいで様々

な問題を引き起

こした 

Fantasy 18 

番目 

いい 

 

成瀬順は神から

罰を与えるので

安心する 

2. 2 番目 Repression 2 番目 効果が

ない 

96-99 鳴瀬順はまだ母

に不安を感じて

いる 

3. 3 番目 Repression 3 番目 効果が

ない 

112-

117 

成瀬順は母に叱

られたため不安

が続く 

Apathy 17 

番目 

いい 

 

鳴瀬順は家から

逃げ出し、安心

を感じているが

母との葛藤が解

決しない 

4. 4 番目 Repression 4 番目 効果が

ない 

122-

125 

コミュニケーシ

ョン不足のため

に葛藤が続いて

いる 

5. 5 番目 Repression 5 番目 効果が

ない 

126-

128 

Repression が新

しい葛藤を引き

起こす 

6. 友人の

葛藤 

6 番目 Apathy 12 

番目 

効果が

ない 

81-84 成瀬順は友達に

嫌われている 

7. 7 番目 Aggression 6 番目 効果が

ない 

85-90 成瀬の不安が続

き、葛藤も続い

ている 

 

 

 

 

Apathy 13 

番目 

効果が

ない 

Apathy 14 

番目 

効果が

ない 
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8.  隣人の

葛藤 

12 

番目 

Apathy 15 

番目 

効果が

ない 

101-

103 

成瀬順はまだ隣

人を怖がってい

る 

9. 13 

番目 

Aggression 8 番目 いい 

 

110-

112 

成瀬の不安は消

えたが、新しい

葛藤が現れる 

10. 心理的葛藤 19 

番目 

Aggression 9 番目 理想 119-

122 

Aggression は副

作用なしに葛藤

を解決する 

11. 21 

番目 

Rationalization 21 

番目 

いい 

 

141-

148 

葛藤はまだ続い

ていますが、鳴

瀬順が気持ちを

表現できたので

少し幸せになっ

た 

Rationalization 22 

番目 

いい 

 

Rationalization 23 

番目 

理想 Rationalization 

が呪いを取り除

く 

12. 10 

番目 

Agression 7 番目 いい 

 

105-

109 

葛藤はまだ続い

ているが、鳴瀬

順が気持ちを表

現できたので少

し幸せになった 

Apathy 16 

番目 

いい 

 

13. 22 

番目 

Aggression 11 

番目 

理想 132-

137 

この 3 つの防衛

機制を使用した

から坂上は成瀬

順の気持ちを理

解し、不安を解

消する 

Regression 20 

番目 

理想 

Projection 24 

番目 

理想 

14. 24 

番目 

Aggression 10 

番目 

いい 

 

137-

141 

葛藤はまだ続い

ているが不安が

軽減される Regression 19 

番目 

いい 
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D. おわりに 

本研究の調査の分析結果からの結論は次のようになる。 

 

No. 葛藤の形態 防衛機制の種類 影響 

1. 社会的葛藤 

(54%) 

家族の葛藤 

(38,4%) 

Repression 

(71,6%) 

効果がない (100%) 

Apathy 

(14,2%) 

いい (100%) 

Fantasy 

(14,2%) 

いい (100%) 

友人の葛藤 

(38,4%) 

Aggression 

(25%) 

効果がない (100%) 

Apathy 

(75%) 

効果がない (100%) 

隣人の葛藤 

(23,2%) 

Apathy 

(50%) 

効果がない (100%) 

Aggression 

(50%) 

いい (100%) 

2. 心理的葛藤 

(46%) 

Repression 

(13%) 

効果がない (100%) 

Apathy 

(13%) 

いい (100%) 

Aggression 

(26%) 

いい (50%) 

理想 (50%) 

Rationalization 

(20%) 

いい (66,7%) 

理想 (33,3%) 

Regression 

(13%) 

いい (50%) 

理想 (50%) 

Projection 

(7,5%) 

理想 (100%) 

Fantasy 

(7,5%) 

いい (100%) 
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本研究の結果によると、「心が叫びたがってるんだ」における成瀬

順が体験した葛藤は 24 つ にある。最も体験した葛藤の形態は 54%の割合

で社会葛藤であり、その後 46%の割合で心理葛藤ということが分かる。そ

して、社会葛藤の中に 23,2%の割合で隣人の葛藤とそれぞれの 38,4%の割

合で家族の葛藤と友人の葛藤が分類出来る。 

次は防衛機制の部分である。結果によると、家族の葛藤には、7 つ 

の防衛機制を使用することが分かる。それは 71,6%の割合で repression の

使用であり、全部「効果がない」という影響が与える。そして、それぞれ

14,2%の割合で apathy と fantasy の使用であり、二つとも全部「いい」と

いう影響が与える。 

友人の葛藤には、4 つの防衛機制を使用することが分かる。最も使

用される防衛機制は 75%の割合で apathy であり、その後 25%の割合で

aggression である。さらに、二つとも全部「効果がない」という影響が与

える。 

次は隣人の葛藤には、2 つの防衛機制を使用することが分かる。そ

の防衛機制はそれぞれ 50%の割合で apathy と aggression である。apathy

の影響は全部「効果がない」である。そして、aggression の影響は全部

「いい」である。 

最後に、心理葛藤には、15 つの防衛機制を使用することが分かる。その

防衛機制は 26%の割合で aggression であり、 20%の割合で rationalization

であり、そして、それぞれ 13%の割合で apathyと regressionと repression

であり、最後にそれぞれ 7,5%の割合で projection と Apathy である。ま

た、防衛機制の影響には、aggressionが50%で「いい」と50%で「理想」

という影響であり、 rationalization が 66,7%で「いい」と 33,3%で「理想」

という影響であり、そして、apathy が全部「いい」という影響であり、

regression が 50%で「いい」と 50%で「理想」という影響であり、

repression が全部「効果がない」という影響であり、projection が全部

「理想」という影響であり、最後に、Fantasy が全部「いい」という影響

があたえる。 
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